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中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
結
婚
制
度
に
つ
い
て
の
考
察
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本
稿
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
結
婚
制
度
の
形
成
過
程
と
、
社

会
的
変
動
が
結
婚
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
ま
ず
、
一
九
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
G
．
デ
ュ
ビ
ー
の“Le chevalier, 

la fem
m

e et le pretre”

（
日
本
語
版
：『
中
世
の
結
婚 

： 
騎
士
・
女
性
・

司
祭
』
篠
田
勝
英
訳
（
新
評
論
、
一
九
八
四
年
初
版
））
の
古
典
的
研

究
を
手
が
か
り
に
、
一
二

－
一
三
世
紀
フ
ラ
ン
ス
を
対
象
に
結
婚
慣
行

が
制
度
化
し
て
い
く
過
程
を
概
観
す
る
。
デ
ュ
ビ
ー
に
よ
れ
ば
、
中
世

社
会
に
は
、
禁
欲
主
義
を
背
景
と
す
る
「
聖
職
者
モ
ラ
ル
」
と
、
家
系

維
持
を
重
視
す
る
「
貴
族
モ
ラ
ル
」
の
二
つ
の
結
婚
モ
ラ
ル
が
存
在
し
、

一
一

－
一
二
世
紀
初
め
に
は
、
両
モ
ラ
ル
に
対
立
が
生
じ
て
い
た
。
し

か
し
、
一
二
世
紀
半
ば
以
降
、
家
族
構
造
や
相
続
形
態
の
変
化
を
背
景

に
、
両
モ
ラ
ル
に
歩
み
寄
り
が
生
じ
る
。
特
に
、
次
男
以
下
に
も
結
婚

と
相
続
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
教
会
の
婚
姻
規
制
の
受
容
を

促
し
た
。
一
方
、
デ
ュ
ビ
ー
が
提
示
し
た
「
聖
職
者
モ
デ
ル
／
貴
族
モ

デ
ル
」
と
い
う
二
分
法
は
、
地
域
差
・
家
族
戦
略
な
ど
多
様
な
要
因
を

説
明
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
石
坂
尚
武
『
イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
資
料
』（
二
〇
一
七

年
、
刀
水
社
）
を
も
と
に
、
一
四

－

一
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
注

目
し
、
黒
死
病
後
の
社
会
変
動
が
結
婚
に
与
え
た
影
響
を
検
討
す
る
。

　
黒
死
病
の
大
流
行
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
人
口
を
半
減
さ
せ
、
人
口

回
復
の
た
め
の
結
婚
・
出
産
が
す
す
ん
だ
。
流
行
直
後
に
は
、
男
子
の

初
婚
年
齢
の
平
均
が
下
が
り
、
若
者
の
結
婚
が
増
え
る
も
、
一
五
世
紀

に
は
そ
の
傾
向
が
弱
ま
る
。
こ
の
背
景
に
、
石
坂
は
「
嫁
資
」
の
高
騰

を
挙
げ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
女
性
の
装
飾
品
需
要
の
高
ま
り
に
よ

る「
嫁
資
」
の
高
額
化
を
挙
げ
、
若
い
男
性
が
結
婚
を
躊
躇
す
る
状
況

が
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
状
況
は
、「
女
性
」（
奢
侈

に
走
る
女
性
） 

対 

「
男
性
」（
女
性
の
奢
侈
で
結
婚
を
躊
躇
せ
ざ
る
を

得
な
い
男
性
）
と
の
対
立
構
造
を
生
じ
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。
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中
世
の
結
婚
構
造
は
、
地
域
背
景
や
時
期
変
化
、
身
分
階
層
と
い
っ

た
多
様
な
要
素
が
影
響
し
て
い
る
。
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
置

か
れ
て
い
た
経
済
・
家
族
構
造
な
ど
と
の
関
連
を
含
め
検
討
を
行
う
こ

と
を
課
題
と
し
た
い
。

【
考
古
学
】

福
島
県
猪
苗
代
湖
周
辺
に
お
け
る
縄
文
時
代
前
期
前
半
の 

 

　
土
器
付
着
炭
化
物
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
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東
北
地
方
の
縄
文
時
代
前
期
の
大
木
１・２
ａ
式
土
器
は
、
一
九
三
七

年
に
山
内
清
男
が
発
表
し
た
「
縄
紋
土
器
型
式
の
細
別
と
大
別
」
に
お

い
て
層
位
的
に
区
分
さ
れ
た
が
、
土
器
の
文
様
の
分
類
は
十
分
で
な
く

現
在
ま
で
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
時
期
の
土
器
付
着
炭
化

物
の
年
代
測
定
例
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
実
施
例
も
沿
岸

部
の
遺
跡
に
集
中
し
、
海
洋
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
の
影
響
を
受
け
て
い
る

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
で
は
福
島
県
猪
苗
代
湖
周

辺
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
年
代
測
定
を
体
系
的
に

実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
福
島
県
笹
山
原
遺
跡
群
№
16
遺
跡
と
桜

川
遺
跡
出
土
土
器
に
付
着
し
た
炭
化
物
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
を
実

施
し
た
。
さ
ら
に
、
土
器
内
面
付
着
炭
化
物
の
炭
素
・
窒
素
安
定
同
位

体
比
を
測
定
し
て
、
土
器
を
用
い
て
何
を
煮
炊
き
し
た
の
か
推
測
し
、

海
洋
リ
ザ
ー
バ
ー
効
果
の
有
無
を
検
討
し
た
。

　
今
回
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
を
実
施
し
た
遺
跡
の
概
要
を
示
す
。

福
島
県
会
津
若
松
市
に
所
在
す
る
笹
山
原
遺
跡
群
№
16
遺
跡
は
、
後

期
旧
石
器
時
代
前
半
期
お
よ
び
縄
文
時
代
前
期
、
古
代
を
中
心
と
し
た

複
合
遺
跡
で
あ
り
、
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
考
古
学
研
究
室
に

よ
っ
て
二
〇
〇
一
年
か
ら
継
続
し
た
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
縄
文
時

代
前
期
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
、
大
木
１
式
を
中
心
と
し
た
土
器
が
ま

と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
ま
た
、
桜
川
遺
跡
は
福
島
県
猪
苗
代
町
に
位
置

し
、
縄
文
時
代
前
期
前
半
を
中
心
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
学
習
院
女
子

大
学
に
よ
る
二
〇
二
三
年
か
ら
現
在
ま
で
の
調
査
で
、
大
木
２
ａ
式
土

器
を
中
心
と
し
た
遺
物
包
含
層
と
多
数
の
炭
化
物
が
付
着
し
た
土
器
が

確
認
さ
れ
た
。

　
炭
素
・
窒
素
安
定
同
位
体
比
の
結
果
か
ら
、
煮
炊
き
の
内
容
物
は
陸

上
動
植
物
に
関
係
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
海
洋
リ
ザ
ー

バ
ー
効
果
の
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
今
回
得
ら
れ
た
年
代
値
は
信

頼
性
が
高
い
。
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
前
半
期
の
土
器
付
着
炭
化

物
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の
結
果
、IntCal20

に
よ
る
暦
年
較
正
年

代
で7,400

〜5,９00 cal BP

の
数
値
が
得
ら
れ
た
。

　
本
研
究
で
得
ら
れ
た
縄
文
時
代
前
期
の
年
代
測
定
値
は
、
従
来
示
さ

れ
て
い
た
年
代
観
と
概
ね
一
致
し
た
。
今
回
、
特
に
大
木
１・
２
ａ
式

の
土
器
に
つ
い
て
多
数
の
測
定
結
果
が
得
ら
れ
、
そ
の
年
代
的
位
置
づ

け
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
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